
事業番号 41

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名 情報化の推進
事業開始

年度
平成１８年度 作成責任者

担当部局庁 総合政策局 担当課室
情報政策課企画室

情報安全・調査課情報危機管理室
室長　有倉　陽司
室長　福田　雅子

会計区分 一般会計 上位政策 情報化を推進する

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
－

関係する計
画、通知等

重要インフラの情報セキュリティ対策に係る第２次行
動計画（平成２１年２月３日情報セキュリティ政策会議
決定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

ＩＴ基盤の構築による地方の中小公共交通事業者の生産性・サービス向上を図る。災害等発生時の公共交通機関の運
行情報を適切に利用者へ提供する。国土交通省所管の重要インフラ３分野（鉄道・航空・物流）における情報セキュリ
ティ対策に万全を期するとともに、国民生活・社会経済活動に重大な影響を及ぼすＩＴ障害発生の防止に取り組む。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

安価でかつ複数の公共交通機関で共通利用可能なＩＣ乗車券システムの開発支援を行う。災害等発生時において公共
交通機関の最新の運行情報を一元的かつリアルタイムに公共交通機関利用者に対して提供するシステムを整備・運
用する。国土交通省所管の重要インフラ３分野（鉄道・航空・物流）において想定される具体的な脅威シナリオによる共
通／分野毎の机上演習を実施し、各重要インフラ分野毎に策定している安全基準等に基づいた対処要領、ＣＥＰＴＯＡ
Ｒ（情報共有・分析機能）を通じた関係者間の連絡・調整要領について参加者等の練度の向上及び習熟等を図る。

実施状況

①センタ集約型オンライン方式ＩＣ乗車券システムの基礎技術の確立を図るため、簡素なモデルを構築して実現可能性
の評価、性能検証等、
②首都圏における公共交通機関（鉄道・バス・航空・旅客船）の運行情報を一元的かつリアルタイムに公共交通機関利
用者へ提供するシステムの運用、
③重要インフラ３分野のうち、物流分野における机上演習（航空・鉄道分野については19、20年度に実施済み）

をそれぞれ実施。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 50 69 75 - -

執行額 47 44 69

執行率 94.0% 63.8% 92.0%執行率 94.0% 63.8% 92.0%

総事業費(執行ベース) - - -

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

事業目的を実現するため、
①については、開発・検証等の進捗状況を週に１回のペースで報告を受けるとともに、事業の実施内容や結果、課題
等をまとめた報告書を作成、
②については、運用システムの稼働状況を月に１回以上のペースで報告を受けるとともに、適宜利用者からアンケート
を取り、運用の改善を図る、
③については、机上演習実施のためのシナリオ作成等における進捗状況を週に１回のペースで報告を受けるとともに、
机上演習を実施し、課題等をまとめた報告書を作成、
など、事業の実施状況の把握に十分努めた。

見直しの
余地

事業の内容や効果等を基に総合的に判断した結果、平成21年度までに一定の成果を示すことができたと認められるこ
とから、今後は民間における取り組みが進められることを期待し、本事業については終了することとする。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【事業廃止】
事業目的の達成状況から、改めて予算措置を講ずる必要性はないと認められるため廃止事業とする。

補
　
記

【予算科目】
・105　情報化推進費
　・95　情報化の推進に必要な経費　　　　　　　　（21年度予算額）　　　（21年度決算見込額）
　　・95016-2129-06　諸謝金　　　　　　　　　　　　　  １．８百万円　 　　　 　　　　０．７百万円
　　・95016-2122-08　職員旅費　　　　　　　　　　  　 ０．５百万円　 　　　　　　　 ０．５百万円
　　・95016-2122-08　外国旅費　　　　　　　　　　　　 ２．０百万円　 　　　　　　　 ０．６百万円
　　・95016-2122-08　委員等旅費　　　　　　　　　　　０．１百万円　 　　　　　　　　　 ０百万円
　　・95016-2123-09　情報処理業務庁費　　　　　 ７０．８百万円　　　　　　　　６７．３百万円



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)

国土交通省 
69百万円 

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 
48.0百万円 

【企画競争による随意契約】 

西鉄情報システム株式会社 
9.7百万円 

株式会社ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ 
9.6百万円 

国際相互利用可能な低廉なＩＣ乗

車券システム実現のための技術

開発プロジェクトの実施 

災害時における公共交通情報シ

ステムの運用等の実施 

重要インフラの情報セキュリティ

対策に係る机上演習及び評価の

実施 

【一般競争入札】 【企画競争による随意契約】

諸謝金 
0.7百万円 

職員旅費 
0.5百万円 

外国旅費 
0.6百万円 

※百万円未満はそれぞれ四捨五入しているため、合計が一致しない。

情報化の推進 

て補足する)
(単位:百万円)



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す

A.ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ株式会社 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務費
国際相互利用可能な低廉なＩＣ乗車券システム実現の
ための技術開発プロジェクトに関する経費 48.0

計 48.0 計 0

B.西鉄情報システム株式会社 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務費
災害時における公共交通情報システムの
運用等に関する経費 9.7

計 9.7 計 0

C 株式会社ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ Gついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

C.株式会社ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃ ﾀ G.

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務費
重要インフラにおける具体的脅威シナリオ
に基づいた総合的演習・訓練経費 9.6

計 9.6 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 0 計 0


